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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第83期

第３四半期連結
累計期間

第83期
第３四半期連結
会計期間

第82期

会計期間
自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日

自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日

自　平成19年４月１日
至　平成20年３月31日

売上高 (千円) 18,201,343 5,772,614 23,256,380

経常利益 (千円) 415,050 109,080 570,775

四半期(当期)純利益 (千円) 211,772 62,345 307,495

純資産額 (千円) ― 6,982,704 7,022,857

総資産額 (千円) ― 14,754,938 13,684,522

１株当たり純資産額 (円) ― 546.52 549.43

１株当たり四半期(当期)純利益 (円) 16.57 5.11 24.05

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) ― 50.5 51.3

営業活動によるキャッシュ・フロー (千円) 973,852 ― 76,255

投資活動によるキャッシュ・フロー (千円) △291,432 ― 93,342

財務活動によるキャッシュ・フロー (千円) △109,742 ― △ 103,852

現金及び現金同等物の四半期末(期末)
残高

(千円) ― 1,422,850 850,173

従業員数 (名) ― 97 95

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容につ

いて、重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社における異動もありません。

　

　

３ 【関係会社の状況】

当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

平成20年12月31日現在

従業員数(名) 97（29）

(注) １　従業員数は、当社グループからグループ外への出向者を除き、当社グループ外から当社グループへの出向者を

含む就業人員数であります。

２　従業員数欄の（外書）は、臨時従業員の当第３四半期連結会計期間の平均雇用人員であります。

３　臨時従業員数には、パートタイマー、嘱託契約の従業員及び派遣社員を含みます。

　

(2) 提出会社の状況

平成20年12月31日現在

従業員数(名) 94（20）

(注) １　従業員数は、当社から他社への出向者を除き、他社から当社への出向者を含む就業人員数であります。

２　従業員数欄の（外書）は、臨時従業員の当第３四半期会計期間の平均雇用人員であります。

３　臨時従業員数には、嘱託契約の従業員及び派遣社員を含みます。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

事業の種類として「各種商品販売を行う商社」といわれる単一業種に従事しておりますので、事業の種

類別セグメント情報にかえて、事業分野別に記載しております。

　

(1) 仕入実績

当第３四半期連結会計期間における仕入実績を事業分野別に示すと、次のとおりであります。

事業分野別

当第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日
  至　平成20年12月31日)

金額（千円）
土木・建材資材関連分野
　土木関連 510,539
　建材資材関連 1,305,575
　計 1,816,115
情報・輸送機器関連分野
　情報関連 1,171,301
　輸送機器関連 393,292
　計 1,564,593
日用品関連分野
　日用品関連 521,891
　フィルム関連 363,520
　計 885,412
化学工業関連分野
　繊維関連 296,798
　化学工業関連 735,136
　計 1,031,934
　小計 5,298,055
　不動産賃貸原価 1,591
　　合計 5,299,647

　　　(注) １　上記金額には、消費税等は含まれておりません。
　　　２　上記の事業分野別の仕入金額(不動産賃貸原価を除く)については、仕入合計

実績を売上比率で配分しております。

　

(2) 販売実績

当第３四半期連結会計期間における販売実績を事業分野別に示すと、次のとおりであります。

事業分野別

当第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日
  至　平成20年12月31日)

金額（千円）
土木・建材資材関連分野
　土木関連 548,808
　建材資材関連 1,429,050
　計 1,977,858
情報・輸送機器関連分野
　情報関連 1,277,870
　輸送機器関連 432,145
　計 1,710,016
日用品関連分野
　日用品関連 563,261
　フィルム関連 386,887
　計 950,148
化学工業関連分野
　繊維関連 324,938
　化学工業関連 807,204
　計 1,132,143
　小計 5,770,166
　不動産賃貸料 2,448
　　合計 5,772,614

　　　(注) １　総販売実績に対する割合が100分の10以上の販売先はありません。
　　　２　上記金額には、消費税等は含まれておりません。
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２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等は行われておりません。

　

３ 【財政状態及び経営成績の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）

が判断したものであります。

　

(1) 経営成績の分析

当第３四半期連結会計期間におけるわが国経済は、米国のサブプライムローン問題に端を発した金

融市場の混乱、株式市場の低迷や急激な円高ならびに企業の業況感の悪化により設備投資の減少で製

造業を中心に雇用環境が厳しさを増し景気の後退感は強まってまいりました。 

　このような情勢下において、当社グループはお客様志向を強めた開発営業力の強化ならびに主力得意

先への拡販、提案営業などの推進に継続的に取り組みました。 

　これらの結果、当第３四半期連結会計期間の売上高は57億７千２百万円、営業利益８千９百万円、経常

利益１億９百万円、四半期純利益は６千２百万円となりました。 

　事業分野別の売上概況は、次のとおりであります。

　

＜土木・建材資材関連分野＞

土木関連分野では、新規開発商材の増加はありましたが、建設関連の減少を受けてコンクリート二

次製品向け混和材は減少いたしました。

　建材資材関連分野では、住宅着工減少を受けて外壁用樹脂成型品やマンション向け加工部材が大幅

に減少いたしました。

　この結果、売上高は19億７千７百万円となりました。 

　

＜情報・輸送機器関連分野＞

情報関連分野では、省エネ機器向け樹脂の増加がありましたが、好調な推移を続けていた光学用途

向け樹脂やカーエレクトロニクス商材が生産減少の影響で減少いたしました。

　輸送機器関連分野では、海外を含めた２輪市場の低迷により部材関連が大幅に減少いたしました。

　この結果、売上高は17億１千万円となりました。

　

＜日用品関連分野＞

日用品関連分野では、化粧品用途向け原料は増加いたしましたが、光学用途向け樹脂や製靴用途向

け樹脂は市況の低迷を受けて減少いたしました。

　フィルム関連分野では、納入商品の多様化や食品包装用途向け新規の開拓を受けて増加いたしまし

た。

　この結果、売上高は９億５千万円となりました。

　

＜化学工業関連分野＞

繊維関連分野では、染色整理や工業繊維用途向け薬品は市況低迷の中にあって堅調に推移いたし

ました。

　化学工業関連分野では、輸出向け樹脂関連商材は増加しておりますが、国内市場向けの化学品全般

については減少いたしました。

　この結果、売上高は11億３千２百万円となりました。
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(2) 財政状態の分析

①　資産の部

流動資産は前連結会計年度末に比べ、5.9％増加し、104億５千１百万円となりました。

　これは主に、受取手形及び売掛金が３億６千６百万円、商品が１億２千１百万円増加し、現金及び預

金が７千２百万円増加したことによるものであります。

　固定資産は前連結会計年度末に比べ、12.9％増加し、43億２百万円となりました。

　これは主に、投資有価証券が３億６百万円増加し、有形固定資産が減価償却などに伴い１千１百万

円減少したことによるものであります。

　この結果、総資産は前連結会計年度末に比べて、7.8％増加し、147億５千４百万円となりました。

　

②　負債の部

流動負債は前連結会計年度末に比べ、19.3％増加し、74億５百万円となりました。

　これは主に、支払手形及び買掛金が、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったた

め、12億８千９百万円増加したことによるものであります。

　固定負債は前連結会計年度末に比べ、19.0％減少し、３億６千６百万円となりました。

　この結果、負債合計は前連結会計年度末に比べて、16.7％増加し、77億７千２百万円となりました。

　

③　純資産の部

純資産合計は前連結会計年度末に比べ、0.6％減少し、69億８千２百万円となりました。

　これは主に、その他有価証券評価差額金が１億４千１百万円減少したことによるものであります。

　

(3) キャッシュ・フローの状況

当第３四半期連結会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、14億２千２百

万円となり、当第２四半期連結会計期間末に比べ10億２千4百万円増加いたしました。

　当第３四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであ

ります。 

　

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果、増加した資金は10億３千４百万円となりました。

　これは主に、税金等調整前四半期純利益１億１千２百万円、仕入債務の増加９億６千６百万円による

収入に対し、法人税等の支払額の増加１億９百万円などの支出によるものです。

　

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果、増加した資金は４千４百万円となりました。

　これは主に、定期預金の払戻による収入３億円に対し、投資有価証券の取得２億５千万円によるもの

であります。

　

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果、減少した資金は５千４百万円となりました。

　これは主に、配当金の支払によるものであります。

　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結会計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更

及び新たに生じた課題はありません。

　

(5) 研究活動費

該当事項はありません。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

該当事項はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】
　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 51,850,000

計 51,850,000

　
② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成20年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成21年２月10日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 15,600,00015,600,000
大阪証券取引所
（市場第二部）

単元株式数は1,000株であり
ます。

計 15,600,00015,600,000― ―

　
(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。
　
(3) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。
　
(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】
　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成20年12月31日 ― 15,600,000 ― 1,716,600 ― 1,433,596

　

(5) 【大株主の状況】

当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりません。
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(6) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、実質株主が把握できず、記載することがで

きませんので、直前の基準日である平成20年９月30日現在で記載しております。

① 【発行済株式】

平成20年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)　　　　
普通株式　　 2,804,000

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式　　12,611,00012,611 ―

単元未満株式 普通株式　　　 185,000 ― 一単元(1,000株)未満の株式

発行済株式総数 　　　　　　15,600,000 ― ―

総株主の議決権 ― 12,611 ―

(注) １　「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が27,000株(議決権27個)含まれ

ております。

２　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社保有の自己株式389株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

平成20年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
三京化成株式会社

大阪市中央区北久宝寺町
一丁目９番８号

2,804,000 ― 2,804,00017.98

計 ― 2,804,000 ― 2,804,00017.98

　

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成20年
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

最高(円) 255 258 260 250 239 237 200 177 178

最低(円) 229 232 251 224 220 192 145 145 160

(注)　最高・最低株価は、大阪証券取引所市場第二部におけるものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

　なお、当第３四半期連結会計期間（平成20年10月１日から平成20年12月31日まで）及び当第３四半期連結

累計期間（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）については、「財務諸表等の用語、様式及び作成

方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」(平成20年８月７日　内閣府令第50号)附則第７条第１項

第５号のただし書きにより、改正後の四半期連結財務諸表規則を早期に適用しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第３四半期連結会計期間(平成20年10月１

日から平成20年12月31日まで)及び当第３四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年12月31日

まで）の四半期連結財務諸表について、大阪監査法人により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 ※２, ※３
 1,792,850

※２
 1,720,173

受取手形及び売掛金 ※３
 8,233,846 7,867,296

商品 385,910 264,041

その他 78,008 58,468

貸倒引当金 △38,616 △37,527

流動資産合計 10,451,999 9,872,453

固定資産

有形固定資産 ※１
 847,443

※１
 858,806

無形固定資産 7,906 8,052

投資その他の資産

投資有価証券 ※２
 3,128,288

※２
 2,822,039

その他 415,958 218,595

貸倒引当金 △96,658 △95,423

投資その他の資産合計 3,447,588 2,945,211

固定資産合計 4,302,939 3,812,069

資産合計 14,754,938 13,684,522

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※２, ※３
 7,203,653

※２
 5,913,742

未払法人税等 66,634 125,260

賞与引当金 16,567 66,907

役員賞与引当金 12,000 15,000

その他 106,838 88,406

流動負債合計 7,405,693 6,209,317

固定負債

退職給付引当金 744 492

役員退職慰労引当金 172,271 165,469

その他 193,525 286,386

固定負債合計 366,540 452,347

負債合計 7,772,234 6,661,665

純資産の部

株主資本

資本金 1,716,600 1,716,600

資本剰余金 1,433,615 1,433,646

利益剰余金 4,260,121 4,157,137

自己株式 △573,940 △572,622

株主資本合計 6,836,396 6,734,761

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 116,762 258,550

土地再評価差額金 29,545 29,545

評価・換算差額等合計 146,308 288,096

純資産合計 6,982,704 7,022,857

負債純資産合計 14,754,938 13,684,522
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年12月31日)

売上高 18,201,343

売上原価 16,691,308

売上総利益 1,510,034

販売費及び一般管理費 ※１
 1,148,248

営業利益 361,785

営業外収益

受取利息 8,167

受取配当金 41,582

仕入割引 7,290

その他 9,617

営業外収益合計 66,658

営業外費用

たな卸資産処分損 3,451

持分法による投資損失 2,612

売上割引 6,673

その他 655

営業外費用合計 13,393

経常利益 415,050

特別損失

投資有価証券評価損 31,332

固定資産除却損 ※２
 57

特別損失合計 31,390

税金等調整前四半期純利益 383,660

法人税、住民税及び事業税 171,887

法人税等合計 171,887

四半期純利益 211,772
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間
(自 平成20年10月１日
　至 平成20年12月31日)

売上高 5,772,614

売上原価 5,297,298

売上総利益 475,315

販売費及び一般管理費 ※１
 386,116

営業利益 89,199

営業外収益

受取利息 3,551

受取配当金 11,010

持分法による投資利益 1,723

仕入割引 2,267

その他 3,885

営業外収益合計 22,438

営業外費用

たな卸資産処分損 5

売上割引 2,242

その他 309

営業外費用合計 2,557

経常利益 109,080

特別利益

貸倒引当金戻入額 3,864

特別利益合計 3,864

税金等調整前四半期純利益 112,945

法人税、住民税及び事業税 50,599

法人税等合計 50,599

四半期純利益 62,345
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 383,660

減価償却費 25,168

貸倒引当金の増減額（△は減少） 2,323

賞与引当金の増減額（△は減少） △50,340

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △3,000

退職給付引当金の増減額（△は減少） 252

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 6,802

前払年金費用の増減額（△は増加） 4,109

受取利息及び受取配当金 △49,749

持分法による投資損益（△は益） 2,612

有形固定資産除却損 57

投資有価証券評価損益（△は益） 31,332

売上債権の増減額（△は増加） △367,618

たな卸資産の増減額（△は増加） △121,869

その他の資産の増減額（△は増加） △20,023

仕入債務の増減額（△は減少） 1,289,910

その他の負債の増減額（△は減少） 33,254

未払消費税等の増減額（△は減少） △15,274

未払法人税等（外形標準課税）の増減額（△は
減少）

8,640

小計 1,160,247

利息及び配当金の受取額 52,271

法人税等の支払額 △238,666

営業活動によるキャッシュ・フロー 973,852

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の払戻による収入 500,000

有形固定資産の取得による支出 △13,717

投資有価証券の取得による支出 △577,311

その他 △200,403

投資活動によるキャッシュ・フロー △291,432

財務活動によるキャッシュ・フロー

自己株式の取得による支出 △1,679

自己株式の売却による収入 351

配当金の支払額 △108,414

財務活動によるキャッシュ・フロー △109,742

現金及び現金同等物に係る換算差額 －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 572,676

現金及び現金同等物の期首残高 850,173

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１
 1,422,850
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【継続企業の前提に重要な疑義を抱かせる事象又は状況】

当第３四半期連結会計期間(自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日)

該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年12月31日)

会計処理基準に関する事項の変更

棚卸資産の評価に関する会計基準の適用

たな卸資産については、移動平均法による原価法によっておりましたが、第１四半期連結会計期間より「棚卸資産

の評価に関する会計基準」(企業会計基準委員会　平成18年７月５日　企業会計基準第９号)が適用されたことに伴

い、移動平均法による原価法(貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げの方法)により算出して

おります。

　これにより、従来の方法によった場合に比べて、当第３四半期連結累計期間の売上総利益、営業利益、経常利益及び

税金等調整前四半期純利益はそれぞれ1,255千円減少しております。

　

　

【簡便な会計処理】

　

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年12月31日)

　たな卸資産の評価方法

　実地たな卸を省略し、第２四半期連結会計期間末の実地たな卸高を基準として、合理的な方法により算定する方法

によっております。

　固定資産の減価償却費の算定方法

　定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法によって

おります。

　

【四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理】

　
当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年12月31日)

　税金費用の計算

　当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当

該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。

　なお、法人税等調整額は、法人税、住民税及び事業税に含めて表示しております。

【追加情報】

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年12月31日)

　有形固定資産の耐用年数の変更

当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、機械装置の耐用年数の変更を

行っております。

　これにより、損益に与える影響は軽微であります。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)
　

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

※１　有形固定資産の減価償却累計額　　 760,637千円※１　有形固定資産の減価償却累計額　　 736,641千円

※２　担保資産
　　　イ　担保差入資産
　　　　　現金及び預金　　　　　　　　  70,000千円
　　　　　投資有価証券　　　　　　　　 149,050千円
　　　ロ　債務の内容
　　　　　支払手形及び買掛金　　　　　  76,126千円

※２　担保資産
　　　イ　担保差入資産
　　　　　現金及び預金　　　　　　　　  70,000千円
　　　　　投資有価証券　　　　　　　　 155,375千円
　　　ロ　債務の内容
　　　　　支払手形及び買掛金　　　　　 104,129千円

※３　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理につい
ては、手形交換日をもって決済処理しております。
なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関の
休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満
期手形が、四半期連結会計期間末残高に含まれてお
ります。
　　　受取手形　　　　　　　　　　 299,059千円
　　　支払手形　　　　　　　　　　 733,187千円

―――

(四半期連結損益計算書関係)

　
第３四半期連結累計期間

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年12月31日)

※１　販売費及び一般管理費の主なもの
　　　　給料及び手当　　　　　　　　　 358,385千円
　　　　賞与　　　　　　　　　　　　　 148,163千円
　　　　賞与引当金繰入額　　　　　　　  16,217千円
　　　　役員賞与引当金繰入額　　　　　  12,000千円
　　　　退職給付引当金繰入額　　　　　  47,942千円
　　　　役員退職慰労引当金繰入額　　 　 12,630千円
　　　　貸倒引当金繰入額　　　　　　 　  2,323千円

※２　固定資産除却損の内訳
　　　　建物及び構築物　　　　　　　　      40千円
　　　　工具器具及び備品　　　　　　　      17千円

　
第３四半期連結会計期間

当第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日 
  至　平成20年12月31日)

※１　販売費及び一般管理費の主なもの
　　　　給料及び手当　　　　　　　　　 119,453千円
　　　　賞与　　　　　　　　　　　　　 113,489千円
　　　　役員賞与引当金繰入額　　　　　   4,000千円
　　　　退職給付引当金繰入額　　　　　  27,335千円
　　　　役員退職慰労引当金繰入額　　 　  3,249千円
　
(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　
当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年12月31日)

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 1,792,850千円

預入期間が３か月超の定期預金 △370,000千円

現金及び現金同等物 1,422,850千円
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(株主資本等関係)

当第３四半期連結会計期間末(平成20年12月31日)及び当第３四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　

至　平成20年12月31日)
　
１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 15,600,000

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 2,824,135

　

３　新株予約権等に関する事項

　　　　該当事項はありません。
　
４　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成20年６月27日
定時株主総会

普通株式 54,407 4.25平成20年３月31日平成20年６月30日 利益剰余金

平成20年11月４日
取締役会

普通株式 54,381 4.25平成20年９月30日平成20年12月10日 利益剰余金

　
　(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効

力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

　　　　該当事項はありません。
　
５　株主資本の著しい変動に関する事項

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありませんので、記載を省略してお

ります。
　
(リース取引関係)

当第３四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日)

前連結会計年度末に比べて、著しい変動がありませんので、記載を省略しております。
　

(有価証券関係)

当第３四半期連結会計期間末(平成20年12月31日)

投資有価証券の四半期連結貸借対照表計上金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動が

ありませんので、記載を省略しております。
　

(デリバティブ取引関係)

当第３四半期連結会計期間末(平成20年12月31日)

当社グループは、デリバティブ取引についてはヘッジ会計を適用しておりますので、該当事項はあり

ません。
　
(ストック・オプション等関係)

当第３四半期連結会計期間(自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日)

　　　　該当事項はありません。
　

(企業結合等関係)

当第３四半期連結会計期間(自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日)

該当事項はありません。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

　当第３四半期連結会計期間(自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日)及び当第３四半期連結累計期

間(自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日)

事業の種類として「各種商品販売を行う商社」といわれる単一業種に従事しております。

従って、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。

　

【所在地別セグメント情報】

　当第３四半期連結会計期間(自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日)及び当第３四半期連結累計期

間(自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日)

全セグメントの売上高の合計及び全セグメントの資産の金額の合計額に占める日本の割合が、いずれ

も90％を超えているため、所在地別セグメント情報の記載を省略しております。

　

【海外売上高】

　当第３四半期連結会計期間(自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日)及び当第３四半期連結累計期

間(自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日)

海外売上高が、連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。

　

(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

１株当たり純資産額 546円52銭 １株当たり純資産額 549円43銭

(注)　１株当たり純資産額の算定上の基礎

項目
当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

純資産の部の合計額(千円) 6,982,704 7,022,857

普通株式に係る純資産額(千円) 6,982,704 7,022,857

純資産の部の合計額から
控除する金額(千円)

― ―

普通株式の発行済株式数(千株) 15,600 15,600

普通株式の自己株式数(千株) 2,824 2,817

１株当たり純資産額の算定に
用いられた普通株式の数(千株)

12,776 12,782

　

EDINET提出書類

三京化成株式会社(E02658)

四半期報告書

18/21



２　１株当たり四半期純利益
　
第３四半期連結累計期間

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年12月31日)

１株当たり四半期純利益 16円57銭

(注)１　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
　　２　１株当たり四半期純利益の算定上の基礎

項目
当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年12月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 211,772

普通株式に係る四半期純利益(千円) 211,772

普通株主に帰属しない金額(千円) ―

普通株式の期中平均株式数(千株) 12,778

　
第３四半期連結会計期間

当第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日 
 　至　平成20年12月31日)

１株当たり四半期純利益 ５円11銭

(注)１　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
　　２　１株当たり四半期純利益の算定上の基礎

項目
当第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日 
  至　平成20年12月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 62,345

普通株式に係る四半期純利益(千円) 62,345

普通株主に帰属しない金額(千円) ―

普通株式の期中平均株式数(千株) 12,776

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２【その他】

第83期(平成20年４月１日から平成21年３月31日まで)中間配当については、平成20年11月４日開催の

取締役会において、平成20年９月30日の最終の株主名簿及び実質株主名簿に記載又は記録された株主に

対し、次のとおり中間配当を行うことを決議し、配当を行っております。

①　中間配当の総額 54,381千円

②　１株当たり中間配当金 ４円25銭

③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日 平成20年12月11日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成21年２月10日

三京化成株式会社

取締役会　御中

　

大阪監査法人

　

代表社員
業務執行社員

公認会計士　　馬　　塲　　泰　　德　　印

　

代表社員
業務執行社員

公認会計士　　平　　井　　文　　彦　　印

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている三京

化成株式会社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平

成20年10月１日から平成20年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成20年４月　１日から平成20年

12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半

期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は

経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、三京化成株式会社及び連結子会社の平成20年

12月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経

営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事

項がすべての重要な点において認められなかった。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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